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莇平小学校閉校
　「3頭の子牛と9人の子供たち」で全国的に話題に

なった莇平小学校が、平成3年度限りで閉校となり
ました。児童たちは約8km離れた松代小学校に通う
ことになります。母校がなくなることはさみしいこ
とですが、松代小学校ではたくさんの友達が待って

います。今までの経験を生かして頑張ってください。

　　（写真は閉校式で校歌を歌う児童と地区の皆さん）
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平成4年度予算

38億29100万円一般会計

特
別
会
計

国民健康保険 4億2，173万円
国民健康保険診療施設 2，340万円

簡　　易　　水　　道 4億　309万円

老　　人　　保　　健 3億9，385万円

　
三
月
十
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
定
例
町
議
会
で
、
平
成
四
年
度
予
算
が
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
予
算
は
、
　
「
明
る
く
活
き
生
き
と
し
た
定
住
の
里
」
づ
く
り
を
目

指
し
、
総
額
で
五
十
億
六
千
三
百
七
万
円
、
昨
年
と
比
べ
て
十
二
％
増
の
積
極

型
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
の
予
算
は
一
般
会
計
と
特
別
会
計
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
大
部
分
の
事
業

や
事
務
は
、
一
般
会
計
に
含
ま
れ
て
お
り
、
水
道
事
業
や
国
民
健
康
保
険
な
ど

特
別
な
目
的
の
た
め
の
会
計
は
、
特
別
会
計
と
し
て
予
算
を
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
予
算
の
概
要
を
皆
さ
ん
に
簡
単
に
説
明
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
会
言
　
れ
は
主
に
「
町
営
住
宅
」
「
デ
ィ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
の
建
設

農
業
土
木
費

　
　
　
　
ト
ッ
プ
に

　
一
般
会
計
は
、
昨
年
度
と
比
べ
て

四
億
五
千
八
百
万
円
、
率
で
十
三
・

六
％
の
伸
び
で
昨
年
に
引
き
続
き
積

極
型
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
、
国
庫

支
出
金
、
県
支
出
金
、
町
債
な
ど
の

　
　依
存
財
源
が
二
十
八
億
三
千
七
百
二

十
三
万
円
で
、
昨
年
よ
り
九
千
八
十

に
よ
る
補
助
金
の
増
加
に
よ
る
も
の

で
す
。

　
一
方
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
い
た
だ
く
町
民
税
な
ど
の
自
主
財

源
は
、
九
億
八
千
三
百
七
十
七
万
円

で
、
昨
年
よ
り
三
億
六
千
七
百
十
一

万
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
前
述
し
た
事
業
の
増
加
に
よ
り

基
金
か
ら
の
繰
入
金
が
増
加
し
た
こ

と
が
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
ス
キ
ー
場
建
設
の
終

　　　　　姫　　　’　　　・　馨ウ．
　弱　　　．　　　憩　　覇　　　’

その他9，298万円（2．4％）

依　

財産収入8951万円2．3％
諸収入1億1，773万円（3．1％）

町税2億3280万円（6．1％〉

主
財
源
2
5．8

％

　　　　　　　繰入金
　　　　　4億5075万円（11．8％）灘

－撚地方譲与税他　　　　　　　9．371万円
（2．5％）

国庫支出金　　　　　1億2190万円 （32％）

存1県支出金　4億162万円（10．5％） ！

町　　債　3億6670万円（9．6％） 財　　』』『、

　　＝『　　』　　『　　秦　　難

源羅
地方交付税

18億5330万円
　（48．5％）

7劣2　
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／教育費　　　　燭
3億5，273万円

（9・2％）　民生費

　　　　5億4，512万円
　　　　　　（14．3％）

　　　　　　　　　衛生費
　　　　　　　2億4，046万円

1、．（雛轍離

　　　　　　　　　　　　　　　農林業費
　　　　　　　総務費
　　　　　　　　　　　　　　7億1，557万円
　　　　　　5億1，423万円
　　　　　　　　　　　　　　　（18．7％）
　　　　　　　　（13．5％）

土木費

　5億7，636万円

　　　　（15●1％），．、，1、、雛轍講灘

歳出総額
38億2，100万円

公債費5億4，273万円

　　　　（14．2％）

議会費5，233万円（1．4％）

予備費1，386万円（0．4％）
災害復旧費　　937万円（0．2％）

労働費1，644万円（0．4％）

了
し
た
土
木
費
が
昨
年
よ
り
一
億
三

千
二
百
八
十
万
円
の
減
額
で
、
昨
年

の
一
位
か
ら
二
位
と
後
退
し
、
替
わ

っ
て
、
農
林
業
費
が
芝
峠
温
泉
の
宿

泊
棟
の
建
設
な
ど
に
よ
り
一
億
九
千

四
百
七
十
万
円
の
増
と
な
り
、
三
位

か
ら
一
位
に
躍
進
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
民
生
費
が
デ
ィ
・
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
に
建
設
に
よ
り
、
五
億

四
千
五
百
十
二
万
円
と
な
り
、
昨
年

の
約
三
・
五
倍
の
大
幅
増
と
な
っ
て

い
る
の
が
特
筆
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
唖

ル
イ
ロ
カ

伊
沢
地
区
に

　
　
　
　
簡
単
水
道

　
特
別
会
計
で
は
、
簡
易
水
道
会
計

が
四
億
三
百
九
万
円
で
、
昨
年
よ
り

一
億
九
千
八
百
六
万
円
の
増
と
な
り

鰍鱒勲僻鰍欄㈱蝋欄斜囎“糊賜醐醐

響
睾
重
ー
拳
聖
、
聖
ゼ
睾
、
象
唖
§
睾
．
聖
．
睾
’
婁
、
睾
重
き
§
象
、
聖
、
聖
．
睾
．
皇
．
睾
、
睾
．
饗
．
婁
議

欄斜㎜鰍酬欄囎僻鮒鰍鵬騨鮒醐㎜

今年度の目玉

○ディ・サービスセンター建設

　　　　　　　　3億3，765万円

○寝たきり老人家庭援助

　　（おむつ支給）　　300万円

○在宅老人緊急通報装置

　　　　　　　　　　　130万円

○高校奨学金（母子・父子家庭）

　　　　　　　　5千円→1万円

○出生祝金
　1子・2子　2万円→3万円

　3子以上　　3万円→5万円

○結婚祝金　3万円→5万円
層卿，』㎜禰脚，』甑継幽励、」■㎜、』朧免』駄酬噛臥鰐、』膨聯・』1詠鞭d■蹴～』■脚・』膨騨・酬

野
塁
唾
き
薯
’
睾
’
睾
’
聖
’
塞
唾
§
り
§
り
彗
り
婁
勢
ミ
塞
唾
§
り
§
墜
警
堅
§
璽
ミ
霧
騙
睾
唾
藝
箋
’
妻
・
霧
レ

ほ
ぼ
倍
額
の
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
伊
沢
地
区
新
規
簡
易
水
道
工

事
（
九
千
三
百
九
十
五
万
円
）
、
及

び
松
代
町
簡
易
水
道
の
五
次
拡
張
工

事
（
一
億
四
千
七
百
六
十
万
円
）
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
と
国
保

診
療
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
は
、
四

象
、
ー
．
ー
、
塞
ぎ
睾
啄
ー
聖
重
ー
象
ゴ
聖
獅
き
き
黍
象
．
象
、
塾
、
象
3
睾
、
睾
、
睾
げ
象
婚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

今年度の目玉

○芝峠温泉宿泊棟建設

　　　　　　　　　1億9，655万円

○芝峠温泉周辺整備

　　　　　　　　　1億6，217万円

○観光看板等整備

1，673万円

○町営住宅建設

i億6，588万円

○伊沢地区簡易水道工事

　　　　　　　　　　9，395万円

○松代町簡易水道拡張工事

　　　　　　　　　1億4，760万円

田M聯』剛噛眺勝曳』1隙頒脚・』内齢・』脚・』1脚・』膨嚇』内船』醐～』醐～』い伽』《梛、』験

響
曝
ミ
唾
ミ
唾
§
馨
’
彗
塞
’
蒙
唾
華
蟹
華
塞
唾
華
弊
§
睾
唖
ミ
唾
華
聖
3
聖
評
箋
’
睾
「
睾
墜
§
彗
象
・
睾
多

億
四
千
五
百
十
三
万
円
で
六
千
二
百

五
十
五
万
円
の
減
と
な
り
、
率
に
し

て
十
二
・
三
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
今
年
度
か
ら
医
療
費

の
自
己
負
担
分
（
一
部
負
担
金
）
が

病
院
の
窓
口
払
い
に
な
り
、
国
民
健

康
保
険
会
計
を
通
さ
な
い
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
．

　
老
人
保
健
特
別
会
計
は
、
老
人
医

療
費
の
減
、
特
に
高
額
医
療
費
の
減

に
よ
り
三
億
九
千
三
百
八
十
五
万
円

で
、
昨
年
よ
り
四
千
二
十
三
万
円
の

大
幅
な
減
額
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
そ
の
他
の
事
業
な
ど
の
詳

細
に
つ
い
て
は
四
ぺ
ー
ジ
以
降
を
ご

覧
く
だ
さ
い
，

注
－
依
存
財
源

　
　
　
国
や
県
に
た
よ
る
お
金

注
2
自
主
財
源

　
　
　
町
独
自
で
得
る
お
金

3



》

町
長
関
谷
達
治

助
役
　
樋
ロ
芳
男

く

　
》
バ
収
入
役

灘
　
関
谷
政
和

嚢

こ
の
メ
ン
バ
ー
で

こ
ん
な
仕
事
を

今
年
は
、
総
務
課
に
所
属
し
て
い

た
議
会
事
務
局
が
独
立
し
、
職
員
二

名
が
配
置
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

一
般
事
務
職
に
一
茗
、
建
設
機
械
運

転
手
に
一
名
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
職
員
の
所
属
と
今
年
の
主
な
事

業
と
予
算
を
紹
介
し
ま
す
。

4

課務総
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

雄
政
　
通
　
）
）
）
）
剛

　
樹
蜘
咬
ー
務
　
　
報
下

利
務
　
災
ー
　
〃
〃
　
以

　
庶
財
防
　
庶
　
　
広
（

木
（
（
（
（
（
（
（
（
長

　
夫
良
司
男
子
美
子
雄
係

鈴
　
　
　
　
　
　
津
　
は

　
達
一
健
松
慶
広
美
敏
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

長
藤
藤
川
口
方
　
島
持

　
　
　
　
　
　
　
野

課
佐
斉
市
石
西
柳
小
米

　
○

嘱託員行政事務委託　　764万円

広報等印刷費　　　537万万円

交通安全対策　　　　　560万円

参議院議員選挙　　　　582万円

上越地域消防負担金6，171万円

消防施設費　　　　　2，075万円

奨学金貸付　　　　　　180万円

役場庁舎修繕　　　　　586万円

議会事務局
事務局長松永　勝
牧　野　恵　子（書記）

5，233万円議会運営費

課務税

　
　
　
ワ
ヨ
　
　
　
　
　
　
　

猛
税
）
）
）
同

　
●
1
2
　
下

　
1
　
　
　
〃
以

　
税
税
税
　
（

田
（
（
（
（
事

　
郎
美
治
広
参

池
　
　
　
　
　
副

　
八
和
栄
政
は

　
　
　
　
　
⑭

長
賀
藤
谷
木

課
山
佐
関
鈴

　
⑳

713万円賦課徴収費

課

郎三

　祉）

〃　）

〃　）

　協）

代保）

〃　）

〃　）

〃　）

〃　）

野保）

生保）

〃　）

伏保）

〃　）

　籍）

籍・年金）

〃　）

保衛生）

〃　）

〃　）

〃　）

〃　）

健婦）

〃　）

〃　）

　道）

〃　）

〃　）

斗901万円

力285万円

　556万円
8，880万円

1，286万円

1，437万円

2，316万円

1，135万円

1，270万円

2，050万円

2，000万円

3，765万円

力300万円

130万円

，760万円

，395万円

住

長
木
本
木
・
月
岸
藤
岸
藤
山
、
・
．
沢
辺
山
木
岡
橋
野
井
井
・
沢
井
劣
灘
盤
謬
篠
鷺
調
款
糠

課
騨
鈴
柳
山
鈴
石
柳
若
山
佐
山
佐
本
柳
舳
松
田
創
斉
室
、
、
．
大
数
酒
樋
蟷
柳
菅
㌫
聾
譲
嚢
鷺
歎
礁
繍
腱



産業・企画課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

一
興
　
合
）
）
興
光
　
）

　
振
ー
ー
ー
組
ー
画
　
振
ー
ー
観
ー
ー
ー
委

嵩
業
ー
ー
ー
頸
ー
　
〃
域
ー
ー
工
ー
ー
ー

　
産
　
　
　
東
　
企
　
地
　
　
商
　
　
　
農

橋
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

　
夫
勉
彦
子
敏
孝
郎
夫
男
夫
広
二
雄
夫
春
郎

高
　
　
　
　
　
　
市
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
利
　
利
裕
恒
正
英
則
定
芳
孝
徳
博
丈
幸
太

長
場
木
　
　
持
岸
谷
藤
堺
田
井
持
口
口
木
木

課
讐
柳
課
繭
謙
武
凍
石
石
麟

課胆訊建

夫
平
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

　
　
林
　
　
　
　
　
木
　
　
　
務
　
械

秀
浩
　

〃
〃
〃
〃
〃
　
〃
〃
〃
　
〃
　
〃

　
　
農
　
　
　
　
　
土
　
　
　
業
　
機

橋
潟
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

　
　
泰
一
栄
一
郎
一
茂
博
蔵
一
雄
江
郎
芳

高
西
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太

　
　
宣
信
美
幸
祥
壮
　
　
孝
廣
善
満
益
昌

長
事
橋
藤
羽
沢
橋
雲
岡
橋
野
村
　
原
山
木

課
参
高
佐
萬
相
高
南
室
高
茂
仲
柳
福
秋
鈴

　
　
㊥
O
　
　
　
　
O

収入役室
　
　
　
　

和
納
計

政
出
会

　
（
　
（

谷
俊
子

関
秀
月

役
岡
堺

入
収
室
小

145万円会計管理費

教育委員会

　
　
　
剛

　
　
　
下
雛

　
　
　
似
・

　
也
美
用

合
　
　
採

組
剛
直
新

林
　
　
は

森
井
堺
字

に
　
　
太

ぐ
若
小

きゆ

町単農道、圃場整備等補助金

　　　　　　　　　1，160万円

農道整備　　　7，403万円
芝峠温泉関連事業

　　　　　　　　1億6，217万円

林道整備事業　　　　3，190万円

道路橋梁維持費　　4，538万円

道路新設改良工事　4，224万円

国庫補助道路改良工事

　　　　　　　　　3，430万円

国県道負担金　　　　2，800万円

農免農道負担金　　　3，724万円

克雪対策費　　　1億　994万円

克雪住宅新規貸付金2，400万円

公営住宅建設　　1億6，588万円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

平
男
）
）
）
）
）
）
）
育
）
）
育
育

　
　
務
　
中
小
小
小
小
教
館
　
教
体
ー

昭
公
　
〃
　
　
　
　
　
校
民
〃
会
会
ー

　
　
庶
　
松
北
松
孟
奴
学
公
　
社
社

谷
藤
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

　
　
夫
工
儀
作
苗
子
弘
郎
世
マ
彰
代
夫

関
佐
　
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紀

　
　
哲
ハ
盛
幸
早
洋
一
一
英
タ
　
幸
徹

　
長
長
館
沢
　
山
口
　
羽
藤
川
川
原
口
木
藤

育
民
教
公
相
柳
村
樋
柳
萬
佐
堀
市
桑
樋
鈴
佐

　
　
○

　
三
　
雄

事
主
文
員
辰

育
　
導

教
沼
指
島

会
　
育

社
赤
教
古

遣
　
会

派
　
社

芝峠温泉宿泊棟建設

　　　　　　　　1億9，655万円

芝峠温泉施設運営管理

　　　　　　　　　2，576万円

観光看板等整備　　　1，673万円

莇平第二共同畜舎建設

　　　　　　　　　1，666万円

森林総合整備及び公団造林

　　　　　　　　　1，533万円

スキー場維持管理　　2，004万円

スキー場施設整備　　　625万円

ふるさと定住促進対策402万円

中山間地域総合整備事業

　　　　　　　　　　250万円

小学校管理費　　1億2，346万円

中学校管理費　　　　4，750万円

教育用コンピュータ購入

　　　　　　　　　　730万円

中学校生徒遠距離通学補助金

　　　　　　　　　　533万円

灘
議

羅
灘
灘
灘
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栃

痴
、

甜
、
脚

　
　
．
撒

　
　
　
、
欝
欝
酬

鞭
　
き
、
難
、
・
．
繍
　
　
轡
響
櫛

　
　
　
－
ボ
畷
塁
，
　
翻
胃
、

　
・
弼
ヂ
辮
澱
、
・
幽

　
　
　
　
｝
〆
　
　
♪
鍬
　
く
ノ

　
　
　
　
｝
醜
響

　
　
　
　
　
　
蝿
灘
．
、
、

　
　
　
　
灘
　
　
　
、
、
攣
慧
ウ
中

　
　
　
　
㌦
、

釜萎嚢萎獺難ii…i…ill…lil灘灘……11懇

遡鯉鱒・　撫

嚇響騨燃

瀞
、
－’

胃

拶
嚢

鍵

、
誌

華

松代小学校鼓笛隊によるオープニン率犠聴一・ド

礁
　　，麹

　　　　　鰯、

8σ

轄
階

騨
糊
螺

　
　

　
　
　
　
　
　

　
、
囎
灘
　
騰
、

　
　
．
螺
麟

　
　
　
　
惣

嚢

曇
、
路

》寧蝦

騨
騙
，

▲きんと雲は子供たちに大人気

‘

響霧弘・ぜ

舞台は歌と踊りの

花が咲＜

　榊ノ・暢中、》騨

難iダ

》
戦
団
歌
く
ら
べ
優
勝
の
相
沢
ク
ィ
ー
ン
さ
ん

一
日
間
で

八
千
人
の

　
　
　
人
出

　
中
学
卒
業
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

町
で
自
慢
で
き
る
も
の
と
し
て
圧
倒

的
に
支
持
さ
れ
た
「
越
後
ま
つ
だ
い

冬
の
陣
」
。
今
年
も
三
月
十
四
日
、

十
五
日
の
二
日
間
、
町
民
グ
ラ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
、
約
八
千
人
の
人
出
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
　
「
ふ

わ
ふ
わ
松
代
城
」
　
「
出
陣
大
宝
引
き

大
会
」
な
ど
の
新
趣
向
の
他
、
長
命

寺
、
少
林
寺
合
同
の
「
大
団
子
ま
き

大
会
」
も
行
わ
れ
楽
し
い
二
日
間
と

な
り
ま
し
た
。

　
県
外
か
ら
も
、
東
京
松
代
会
の
会

員
十
五
名
を
始
め
と
し
て
、
世
田
谷

6



譲
、

蜘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鑛　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　　鐘　　　　　　　　　　攣
　　　　　　　　饗　　　　　　盤　　　　　　
　　　　鍵

聾繍薯鎌灘欝〆　　　　　　、
峯灘蒲　　　　　　　　．ヤ

＿ケイaイノコツタ』松代轡

馨

轟
鶴
鰍

　　　驚

鍔

雪の芸術展　噂、
最優秀賞「信玄四駆で一番のり」

育同
ヤ会供子原田和木　峠　

所
会
竹
成

冬
の
陣
番
外
コ
ー
ナ
ー

「松苧ビンビンみこし」

　　犬伏樫の会

　　　ぎ　　峯1蝕団
、、

雪
の
芸
術
展
で
三
連
覇
し
た

竹
所
・
峠
・
木
和
田
原
子
供
会
の
皆
さ
ん

》団
子
ま
き
陰
の
主
役
た
ち

㊦
は
少
林
寺
に
て

写
真
㊤
は
長
命
寺
、

区
役
所
の
職
員
も
「
冬
の
陣
」
に
訪

れ
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
世
田

谷
区
か
ら
は
、
同
区
の
「
新
年
子
ど

も
ま
つ
り
」
に
雪
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

た
こ
と
に
対
し
、
　
「
越
後
ま
つ
だ
い

冬
の
陣
実
行
委
員
会
」
に
感
謝
状
と

ま
ね
ぎ
　
ね
　
こ

招
福
猫
児
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
夜
を
盛
り
上
げ
る
「
雪
上
み
こ
し

活
き
！
生
き
！
合
戦
」
に
は
、
西
蒲

原
郡
西
川
町
か
ら
も
出
場
チ
ー
ム
が

あ
る
な
ど
、
寒
さ
を
忘
れ
る
ほ
ど
の

熱
気
が
会
場
内
に
み
な
ぎ
っ
て
い
ま

し
た
。

　
楽
し
か
っ
た
二
日
間
を
写
真
で
も

う
一
度
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

雪
中
松
代
相
撲
結
果

少
年
の
部

一
　
位
　
　
斉
藤
　
　
格

二
　
位
　
　
寺
　
田
　
康
宏

三
位
　
鈴
木
健
志

大
人
の
部

一
位
五
十
嵐
　
登

二
　
位
　
　
村
山
義
雄

三
位
　
中
沢
昇
平

7



城　主

加藤　隆さん（中郷村）

　　　　

山崎裕之さん（西山町）

　　　

関谷浩行さん（青海町）

太字はグアム当選者

　　以下敬称略

4佐藤勝吉室野
5　松野　　修　安塚町

6　北島　優一　上越市

7　永井　雄蔵　上越市

8　服部　秀樹　十日町市

9高橋正美莇平
10　佐藤　和美　柿崎町

11　岩田　　司　十日町市

12　小堺　俊和　蓬　平

13　本間　和弘　中之島町

14宮崎　実大和町
15　佐藤　俊一　新潟市

16前沢　晃柏崎市
17　渡辺　智夫　頸城村

18　小川　義弘　新井市

19　関谷　　正　千葉県

20　大野　新太　湯沢町

21　小川　晶久　湯沢町

22中沢　実木和田原
23春日　　亘　十日町市

24　諏訪部　太　吉川町

25　本山　敏雄　松之山町

26　南雲　周作　十日町市

27　高橋トモ子　松之山町

　　　（女大将女性1位）

28　市川　彰次　松　代

29　古川　俊治　長岡市

30　竹内　一夫　吉川町

31　澤口　義晃　新潟市

32飯田　宏湯沢町
33山口　徹十日町市
34　江村　　久　十日町市

35　武藤　重明　上越市

36　山崎　正史　上越市

37　若山万寿夫　川西町

38　武田　重夫　上越市

39　南　　公男　新潟市

40　波形　和弘　十日町市

41　佐藤　秀一　見附市

42嶋田幸二千年
43　増村　　智　新井市

44　井島　勝昭　新潟市

45　古俣　雅則　新潟市

46　竹田　浩治　上越市

47　南雲　克視　中里村

48　中川　和行　新潟市

49　真霜　　亨　十日町市

50　石坂　峰也　長岡市

51　平田　正一　長岡市

52　加藤　康洋　新潟市

53　中村　慎一　新潟市

54　桑原　武志　柏崎市

55　大鷹　宏彰　上越市

56　関谷　武久　菅　刈

57関　　浩長岡市
58　戸川　睦夫　長岡市

59　丸山　俊彦　大島村

60　松原　広幸　千葉県

五
代
目
城
主
に

　
も
う
す
っ
か
り
お
な
じ
み
と
な
っ

た
「
冬
の
陣
」
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

「
の
っ
と
れ
！
松
代
城
」
。
早
い
も

の
で
五
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年

は
、
出
場
枠
を
昨
年
よ
り
百
人
増
の

三
百
人
に
し
ま
し
た
が
、
一
月
中
に

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の
状
態
に
な
る
ほ

ど
の
大
人
気
。
出
場
す
る
の
が
第
一

の
難
関
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
中
で
、
二
・
五
キ
．
の
コ
ー
ス

内
に
待
ち
受
け
る
難
所
を
物
と
も
せ

ず
見
事
五
代
目
城
主
の
栄
冠
に
輝
い

た
の
は
、
中
郷
村
の
加
藤
隆
さ
ん
（
2
8

歳
　
日
本
曹
達
勤
務
）
。
実
は
、
加

藤
さ
ん
は
昨
年
も
三
位
入
賞
と
、
グ

ア
ム
当
選
も
果
た
し
た
実
力
と
強
運

の
持
ち
主
。
　
「
マ
ラ
ソ
ン
を
や
っ
て

お
り
、
県
の
縦
断
駅
伝
大
会
に
も
出

場
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
雪
の
上
を

走
る
の
と
土
の
上
を
走
る
の
で
は
勝

松
代
の
お
な
ご
は
強
か
っ
た
？
．

女
性
で
2
位
、
3
位
、
4
位
と

な
っ
た
高
橋
さ
ん
、
関
谷
さ
ん
、
佐

藤
さ
ん
。
（
左
か
ら
）

手
が
違
い
疲
れ
ま
す
。
障
害
物
も
あ

り
ま
す
し
・
・
」
と
言
い
な
が
ら
も

疲
れ
た
様
子
な
し
。
ま
さ
に
城
主
に

ふ
さ
わ
し
い
「
戦
国
の
ツ
ワ
モ
ノ
」

と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　
な
お
、
今
年
は
不
幸
に
も
事
故
が

起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
来
年
は

事
故
の
な
い
よ
う
万
全
を
期
し
て
開

催
す
る
予
定
で
す
の
で
、
多
数
の
皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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五
代
目
城
主

　
加
藤
隆
さ
ん

グ
ア
ム
遠
島
と
な
っ
た
凶

（
驚
）
運
者
の
皆
さ
ん



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
　
市
　
　
　
　

市
村
　
　
市
市
　
　

村
　

村
市
　
　
村
　
　
　
　
市
市

市
村
代
代
町
町
嘔
平
　
代
町
市
町
町
市
代
町
市
野
村
市
市
伏
谷
原
村
年
　
区
町
市
谷
市
町
市
町
市
口
年
　
県
原
町
町
県
区
町
口
市
町
町
町
市
町
県
町
県
町
町

潟
里
　
　
樗
川
月
　
　
　
日
潟
月
日
潟
　
沢
附
　
林
岡
越
　
千
川
郷
　
　
宿
日
茂
千
越
川
茂
西
岡
之
　
　
馬
川
日
沢
馬
宿
西
之
津
川
沢
松
井
崎
馬
南
馬
日
日

新
中
松
松
高
吉
品
莇
）
松
十
新
吉
十
新
松
湯
見
室
神
長
上
犬
小
浦
中
千
）
新
十
加
小
上
吉
加
川
長
中
千
）
群
浦
十
湯
群
新
川
中
新
吉
湯
村
新
柿
群
津
群
十
十

　
　
　
　
　
　
　
　
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
位

正
夫
勝
也
幸
成
仁
子
2
利
幸
之
清
悟
茂
次
明
雄
雄
男
巳
郎
功
則
夫
透
美
3
孝
実
理
樹
毅
信
義
徳
男
夫
子
4
浩
浩
昌
也
也
志
芳
伯
穣
勇
二
彰
孝
篤
男
学
仁
清
潔

孝
鉄
正
哲
茂
康
徳
い
性
正
和
一
　
　
　
勝
浩
文
英
典
克
三
　
雅
敬
　
代
性
敏
　
　
一
正
　
義
和
幸
好
幹
紀
性
雅
　
豊
勝
哲
剛
一
正
　
　
英
　
芳
　
津

　
　
　
　
　
　
　
あ
女
　
　
　
　
　

又
　
　
貴
女
　
　
　
　

由
女
　
田
　
　
　
　
　
志
田

井
山
　
聡
村
村
　
橋
（
木
木
井
野
藤
澤
田
原
辺
持
田
村
脇
鳴
藤
山
藤
谷
（
野
山
山
野
田
川
野
平
林
藤
藤
（
丸
山
保
村
澤
中
貫
條
口
原
瀬
田
部
橋
藤
木
志
場
村

松
村
柳
4
中
江
陳
高
　
鈴
斉
菅
4
内
宮
秋
江
渡
米
増
中
門
イ
近
横
加
関
　
中
丸
森
新
生
老
小
大
神
佐
佐
　
戸
横
久
種
入
山
渡
北
山
大
川
藤
阿
高
遠
笛
臆
板
田

75

76

77

78

79

80

81

82

　
8
3
8
4
8
5
8
6
8
7
8
8
8
9
9
0
9
1
9
2
9
3
9
4
9
5
9
6
9
7
9
8
9
9
0
0
　
0
1
0
2
0
3
0
4
0
5
0
6
0
7
0
8
0
9
1
0
n
　
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
1
⊥
　
1
⊥
　
1
⊥
　
1
　
1
　
1
　
¶
⊥
　
1
　
1
　
1
⊥
　
1
　
　
　

1
⊥
　
1
⊥
　
1
⊥
　
1
　
1
⊥
　
1
⊥
　
1
⊥
　
1
⊥
　
1
　
1
　
1
　
1
⊥
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1

　
町
　
　
市
　
　
市
　
　
市
市
　
　
　
　
　
　
　
　
村
　
　
　
　
　
市
　
　
　
　
県
　
　
　
　
　
　
区
　
　
区
市
市
　
市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
村
区

町
島
市
町
町
島
島
町
市
代
町
町
町
年
代
　
地
代
町
町
口
代
市
村
刈
市
町
市
区
村
市
川
市
町
市
市
町
市
谷
町
代
谷
町
町
区
町
市
代
町
町
市
市
代
町
町
口
口
谷

山
之
越
崎
日
　
　
日
崎
　
日
日
山
　
　
　
　
　
川
川
之
　
越
田
　
越
日
津
野
田
津
奈
越
南
岡
越
柳
無
田
南
　
田
日
日
野
日
越
　
塚
松
越
潟
　
川
川
之
之
田

西
中
上
柿
＋
苧
苧
十
柏
松
十
十
西
千
松
）
孟
松
吉
荒
中
松
上
下
菅
上
十
新
中
下
新
神
上
津
長
上
高
田
世
津
松
世
十
十
中
十
上
松
安
村
上
新
松
吉
吉
中
中
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選

覇
蓼
羅
嘆
転
護
落
守
酵
篇
鉱
姻
雛
要
馨
篠
賜
箋
、
難
基
響
響
馨
難
薙
隷
騒
繍
始
好
、
・
・
欝
酷
難
舗

躾
移
川
臨
井
井
雲
沢
麟
日
上
下
橋
林
σ
。
辺
内
山
田
島
久
奮
崎
中
藤
藤
轟
野
紬
澤
田
中
子
田
野
川
上
妹
田
野
田
尾
木
翫
罪
山
田
隠
肝

山
柿
六
佐
村
菅
菅
南
中
伊
春
野
岩
高
小
　
柳
樋
渡
竹
堀
畠
杉
小
柳
渡
戸
宮
山
佐
佐
高
伊
橘
大
久
宮
友
田
金
黒
河
西
野
佐
池
中
石
岡
松
植
西
大
海
小
富
原
水

幽
燭
鵬
即
協
幽
励
m
慨
鵬
励
鵬
燭
柳
鵬
　
鞠
㎜
捌
醜
鵬
悩
鵬
鵬
研
鵬
鵬
”
℃
m
迎
”
姶
拠
恥
聡
堺
％
∬
り
㎜
捌
慨
鵬
悩
臨
燭
餅
鵬
鵬
m
皿
悦
鵬
悩
鵬
鵬
餅
鵬
鵬
㎜

131　池田　浩幸　十日町市　　61　山屋　和徳　下田村

132樋口　尚男　十日町市　　62　野沢雅行松代

133　山口　　篤　小千谷市　　63　浅田　憲一　千葉県

134水内　祥二世田谷区　　64佐藤　　充上越市

135　木伏　　豊　柏崎市　　　　65　稲川　敏彦　長岡市

136樋山　博中之島町　66斉藤正春上越市
137　馬場　直喜　十日町市　　67　熊倉　一也　下田村

138斉木　哲夫　十日町市　　68井上　和則　堀之内町

139　山田　孝司　練馬区　　　69　松沢　弘道　十日町市

140金場珠枝適70阿部忠敏＋日町市騒輔　鯉
　（女性5位）　　　　　71野田　　昭　小千谷市ロ　彗＿＿＿嚇　　　難　　、．

141杉田　瑞樹　上越市　　　72　藤木　忠雄　津南町　　　　　　・　’　　　＿　噌　・づ　・義　　　鰍一

142　込山　弘幸　湯沢町　　　　73　近藤　　剛　長岡市

143　田島　孝雄　十日町市　　　74　珊瑚　　修　加茂市

　　　　　　　　誌　　　　　　　　騰　　　驚

纏
●

彫
遷
猶

『
＼
餐
　
　
隣
霧

総
鮪
　
灘
懸
懸
■
綱
、
凋

　
　
塩
　
．
．

差

、
撚

確
冬
の
陣
ご
寄
”

　
寄
付
者
住
所
氏
名

◇
松
代
建
設
業
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
の
っ
と
れ
松
粋

◇
グ
　
ル
　
ー
　
プ
　
2
1
　
　
　
門
前

◇
大
和
電
建
㈱

◇
十
日
町
市
㈱
宮
内
測
量
設
計
事
務

◇
松
之
山
町
㈱
高
橋
組

◇
東
京
松
代
会

◇
東
京
・
関
谷
徳
次
郎

◇
東
京
都
　
渋
谷
チ
ー
ム

◇
菅
刈
・
関
谷
太
平

　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う
ご 代

城
ヘ
ル
メ
ッ
ト
7
0
個

前
提
灯
1
対
、
酒
5
升

　
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
3
台

初
所
　
一
〇
、
○
○
○
円

　
　
五
〇
、
○
○
○
円

　
　
五
〇
、
○
○
○
円

　
　
五
〇
、
○
○
○
円

　
　
三
〇
、
○
○
○
円

　
　
一
〇
、
○
○
○
円

〕
ざ
い
ま
し
た

・
の
陣
ご
寄
付
一
覧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

者
住
所
氏
名
　
　
　
　
　
　
寄
付
金
・
寄
付
品

建
設
業
協
会
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堕劉堕劉

松
代
小
学
校

　
　
　
　
▼
転
出
さ
れ
た
先
生

　
　
　
　
校
長
　
数
井
　
正
隆
（
安
塚
小
）

堕
教
頭
秦
周
銅
日
町
市
飛
渡
第
二
小
）

堕
　
　
　
　
教
諭
　
西
山
　
康
春
（
上
越
市
大
和
小
）

劉
熱
成
鹸
齢

留
　
　
　
　
▼
転
入
さ
れ
た
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
（
上
越
市
直
江
津
東
中
）

　
　
　
　
校
長
竹
内

堕
猟
麓
灘
覗
（
（
輔
欝
肥
・

　
　
　
　
　
〃
　
市
川
　
綾
子
（
孟
地
小
）

　
　
　
　
事
務
　
小
林
　
千
尋
（
新
採
用
）

　
　
　
　
　
菅
刈
、
分
校

　
　
　
　
講
師
　
坂
上
　
京
子
（
臨
時
採
用
）

　
　
　
　
　
孟
地
小
学
校

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

校
長
　
長
谷
川
正
雄
（
上
越
市
黒
田
小
）

教
諭
　
高
橋
　
　
伸
（
大
島
村
大
島
小
）

〃
市
川
綾
子
（
松
代
小
）

〃
　
高
橋
　
由
美
（
柏
崎
市
柏
崎
小
）

▼
転
入
さ
れ
た
先
生

校
長
　
本
柳
宗
一
郎
（
湯
沢
町
三
国
小
）

教
諭
　
田
中
　
克
哉
（
能
生
町
能
生
小
）

〃
　
中
沢
久
美
子
（
吉
田
町
吉
田
小
）

〃
　
中
嶋
　
里
子
（
塩
沢
町
塩
沢
小
）

事
務
　
小
柳
　
美
幸
（
新
採
用
）

北
山
小
学
校

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

校
長
　
高
橋
　
孝
雄
（
新
大
付
属
長
岡
小
）

教
諭
　
秋
山
　
敦
子
（
上
越
市
東
本
町
小
）

▼
転
入
さ
れ
る
先
生

校
長
　
斉
藤
　
忠
夫
（
見
附
市
名
木
野
小
）

教
諭
　
田
中
　
栄
子
（
新
潟
市
新
潟
小
）

事
務
　
池
田
　
博
子
（
臨
時
採
用
）

蒲
生
小
学
校

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

講
師
　
津
端
　
龍
峰
（
退
　
職
）

▼
転
入
さ
れ
た
先
生

教
諭
　
村
井
　
洋
子
（
新
潟
市
東
山
の
下
小
）

講
師
　
飯
塚
　
　
聡
（
臨
時
採
用
）

〃
　
小
池
　
明
美
（
臨
時
採
用
）

奴
奈
川
小
学
校

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

教
頭
　
蒲
野
　
　
衛
（
県
教
育
庁
）

養
護
　
東
条
み
ゆ
き
（
退
　
職
）

転
入
さ
れ
た
先
生

教
頭
　
久
保
田
恭
司
（
大
和
町
浦
佐
小
）

養
護
　
吉
田
ハ
ル
ミ
（
新
　
採
　
用
）

儀
明
小
学
校

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

教
頭
　
与
口
　
　
智
（
上
越
市
富
岡
小
）

▼
転
入
さ
れ
た
先
生

教
頭
　
酒
井
　
辰
夫
（
新
井
市
姫
川
原
小
）

事
務
　
小
堺
　
正
代
（
臨
時
採
用
）

莇
平
小
学
校
（
閉
校
）

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

校
長
　
小
山
　
憲
雄
（
三
和
村
美
守
小
）

教
頭
　
竹
内
　
哲
也
（
新
井
市
姫
川
原
小
）

教
諭
　
石
田
　
聡
子
（
板
倉
町
針
小
）

蓬
平
小
学
校

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

校
長
　
佐
藤
　
英
信
（
上
越
市
上
雲
寺
小
）

教
頭
　
高
橋
　
賢
介
（
栃
尾
市
塩
川
小
）

教
諭
　
柳
沢
　
　
登
（
板
倉
町
山
部
小
）

▼
転
入
さ
れ
た
先
生

校
長
　
高
城
武
四
郎
（
糸
魚
川
市
下
早
川
小
）

教
頭
　
竹
内
　
正
人
（
上
越
市
大
町
小
）

教
諭
　
宮
腰
　
明
子
（
新
潟
市
大
形
小
）

事
務
　
石
口
　
寿
子
（
臨
時
採
用
）

松
代
中
学
校

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教

””””””諭
内
藤
　
正
行
（
退
　
職
）

藤
本
　
保
久
（
頚
城
村
頚
城
中
）

中
部
　
俊
幸
（
中
郷
村
中
郷
中
）

古
澤
　
博
之
（
大
潟
町
大
潟
町
中
）

村
山
　
裕
之
（
守
門
村
守
門
中
）

菊
地
　
　
学
（
相
川
町
高
千
中
）

伊
倉
真
由
美
（
退
　
職
）

▼
転
入
さ
れ
た
先
生

教
諭
　
宮
崎
　
隆
史
（
山
北
町
大
川
谷
中
）

〃
　
山
田
　
伸
吾
（
上
越
市
春
日
新
田
小
）

〃
　
井
部
　
美
花
（
越
路
町
越
路
中
）

〃
　
八
木
　
一
志
（
吉
川
町
吉
川
中
）

〃
　
伊
藤
加
寿
子
（
栃
尾
市
刈
谷
田
中
）

〃
　
深
山
恵
一
郎
（
大
潟
町
大
潟
町
中
）

〃
　
中
嶋
　
　
均
（
新
採
用
）

〃
　
松
木
　
知
美
（
新
採
用
）

栄
養
　
水
口
　
知
子
（
臨
時
採
用
）

派
遣
社
教
（
町
教
育
委
員
会
内
）

　
　
　
　
赤
沼
　
文
三
（
新
井
市
新
井
中
）

県
立
松
代
高
等
学
校

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

教
頭
　
水
島
　
舜
互
（
与
板
高
）

哩
ぎ
一
一
…
」
＝
㌔
甲
璽
ρ
一
＝
一
一
・
＝
∫
＝
一
＝
一
－
f
も
．
一
．
」
三
一
一
．
．
f
一
三
層
一
～
・
＝
．
．
．
・
一
＝
一
一
一
一
．
3
＝
一
一
一
＝
一
一
＝
三
．
8
～

岬
山
賀
茂
さ
ん
に

｛
　
こ
の
ほ
ど
山
賀
茂
さ
ん
（
小
荒
戸
）

｝
に
日
本
赤
十
字
社
か
ら
、
献
血
功
労

教
諭
　
山
岸
　
春
水
（
十
日
町
高
）

〃
　
熊
木
　
正
人
（
国
際
情
報
高
）

〃
　
佐
藤
　
一
徳
（
能
生
水
産
高
）

講
師
　
井
上
幸
一
郎
（
水
原
高
）

事
務
　
渡
部
津
栄
武
（
六
日
町
保
健
所
）

用
務
　
高
橋
　
　
徳
（
退
　
職
）

▼
転
入
さ
れ
た
先
生

”巳1一一〇一’巳”一1川11・・1｛h，II川h・一II9一’11”一II随・馳、．II・随鮎h。・II”1馳，，9，一”ll，，・gl”周馳，一11，・一11，，II川ll，一一1川臨1一一，19・』11一，，19”。1，，一｛巳，一llII

用事“講““教教
務務　 師　　　諭頭

大
塚
　
啓
充
（
長
岡
高
）

岩
田
　
美
香
（
与
板
高
）

猪
又
　
秀
俊
（
黒
崎
高
）

渡
辺
　
　
悟
（
新
採
用
）

大
和
田
雅
彦
（
十
日
町
実
業
高
）

外
山
　
雄
一
（
新
採
用
）

鈴
木
　
　
勤
（
十
日
町
実
業
高
）

山
賀
　
浩
一
（
新
採
用
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
乞
甲
冒
ρ
．
一
＝
一
一
．
一
．
．
ζ
一
一
一
．
一
一
；
一
一
．
．
．
一
ε
一
一
一
－
．
一
一
＝
．
一
一
．
一
冒
ζ
－
一
．
一
p
3
…
一
一
．
一
～
乞
．
一
9
7
も
．
＝
一
ζ
＝
一
．
一
f
も
一
．
一
f
乞
．
雪
．
f
も
9
＝
f
㌔
一
」
一
三
一
．
．
響
～
三
臼
．
一
～
乞
一
＝
f
も
一
．
．
一
ぎ
三
＝
F
ム
・

献
血
功
労
者
有
功
章
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
有
功
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
章
は
、
献
血
に
協
力
さ
れ
た
坤

　
　
方
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
金
色
有
功
一

　
　
章
（
五
十
回
）
、
銀
色
有
功
章
（
三
｛

　
　
十
回
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
｝

　
　
　
山
賀
さ
ん
に
は
、
献
血
三
十
回
と
｛

　
　
い
う
こ
と
で
銀
色
有
功
章
が
贈
ら
れ
、
坤

　
　
町
か
ら
も
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
｝

　
　
、
皆
さ
ん
も
献
血
に
ご
協
力
を
お
願
｛

　
　
い
致
し
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
｝

▲
関
谷
町
長
よ
り
山
賀
さ
ん
（
左
）
　
　
｛

　
に
伝
達
さ
れ
る
銀
色
有
功
章
　
　
　
　
一

，
一
一
三
＝
一
一
一
一
＝
一
一
一
。
一
一
一
＝
＝
“
．
．
一
一
＝
＝
・
．
一
一
‘
＝
＝
一
＝
一
一
＝
、
一
－
．
響
一
一
三
＝
一
甲
一
一
＝
…
一
」
一
＝
一
一
．
一
・
9
一
＝
＝
，
一
・
一
一
＝
－
一
零
一
．
3
・
乙
一
一
冒
．
，
一
＝
一
一
一
＝
一
一
三
一
一
．
一
9
一
＝
＝
・
．
。
一
一
＝
一
一
・
一
零
の
一
＝
．
－
一
．
．
3
＝
一
一
一
一
一
」
＝
＝
・
－
一
一
一
三
一
一
＝
」
＝
・
一
一
．
一
一
一
＝
一
－
一
＝
一
『
・
－
＝
．
．
」
＝
＝
．
層
．
3
…
一
騨
．
．
」
＝
．
＝
．
一
冒
一
＝
、
一
一
．
一
一
一
＝
曽
一
一
＝
」
＝
一
＝
噸
一
」
＝
＝
・
．
一
」
＝
層
一
一
．
一
」
＝
＝
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関入
谷役
政に
和
氏

長霧

就
任

関谷政和氏

　
四
月
一
日
付
け
で
、
前
総
務
課
長

の
関
谷
政
和
氏
が
収
入
役
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。

　
収
入
役
は
、
平
成
元
年
七
月
よ
り

空
席
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
、
三
月

十
日
の
定
例
町
議
会
で
、
議
会
の
同

意
を
得
て
選
任
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
関
谷
氏
は
昭
和
三
十
六
年
に
役
場

に
勤
務
さ
れ
、
五
十
五
年
か
ら
は
産

業
課
長
、
六
十
一
年
か
ら
は
総
務
課

長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
収
入
役
は
町
の
財
務
や
財
産
を
管

理
す
る
重
要
な
ポ
ス
ト
で
す
。
同
氏

の
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

”甲消
防防

庁団

長
こ

功労章を受章した室岡団長

　
こ
の
た
び
、
消
防
団
長
の
室
岡
忠

俊
さ
ん
が
、
消
防
庁
長
官
表
彰
（
功

労
章
）
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
室
岡
団
長
さ
ん
は
昭
和
十
二
年
に

消
防
団
に
入
団
。
昭
和
四
十
一
年
五

月
か
ら
は
副
団
長
と
し
て
団
員
の
教

育
指
導
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

昭
和
六
十
年
四
月
か
ら
は
団
長
と
し

て
、
消
防
団
活
動
に
活
躍
さ
れ
、
そ

の
功
績
が
認
め
ら
れ
今
回
の
受
章
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

謬r
冬の陣食い
倒れ横丁より

グ1らか黛
脅　《み

　　　コ馴》　へ
』7吋／

叢繊灘鰹萎毒藝霧蘇縷難馨難緩灘
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醐
朋
響
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議
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甜
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叢
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灘
．
灘
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、

嚢
O

　
　
　
故
郷

　
東
京
松
代
会
が
産
声
を
あ
げ
て
早

五
ヵ
月
、
故
郷
の
皆
様
、
そ
の
後
い

か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。

　
東
京
松
代
会
の
皆
様
、
そ
の
節
は

い
ろ
い
ろ
と
ご
指
導
、
ご
鞭
燵
を
賜

り
、
感
謝
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

正
直
に
申
し
ま
し
て
．
、
当
日
ま
で
の

準
備
そ
の
他
に
は
、
言
語
に
絶
す
る

ご
苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
と
推
察
申
し

上
げ
ま
す
。
役
員
の
方
々
の
協
力
は

も
と
よ
り
、
私
達
の
先
頭
に
立
た
れ
、

あ
れ
だ
け
の
記
念
大
会
を
見
事
に
や

り
と
げ
ら
れ
た
関
谷
徳
次
郎
様
の
御

徳
に
は
、
私
達
に
は
頭
が
下
が
る
思

い
で
し
た
。

石田龍作さん（左）．
　　　（東京都足立区在住）

　
ま
た
、
故
郷
松
代
町
か
ら
は
、
バ

ス
ニ
台
で
応
援
に
か
け
つ
け
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
関
谷
町
長
始
め
皆
様
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
日
は
、
私
如
き
者
ま
で
副
会
長

と
し
て
、
あ
い
さ
つ
や
ら
万
才
三
唱

の
音
頭
取
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
大
会
以
来
、
私
も
伊
沢
地
区

の
皆
様
よ
り
良
い
評
価
を
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
、

関
谷
会
長
の
お
か
げ
と
喜
ば
し
く
思

い
ま
す
。

　
申
し
遅
れ
ま
し
た
が
、
私
は
東
京

松
代
会
伊
沢
地
区
担
当
副
会
長
の
石

田
龍
作
と
申
し
ま
す
。
私
の
生
ま
れ

石
　
田

龍
作

た
家
は
、
犬
伏
の
屋
号
加
藤
、
石
田

嘉
市
郎
の
二
男
と
し
て
昭
和
三
年
四

月
八
日
に
誕
生
し
ま
し
た
。
父
は
、

普
段
は
と
て
も
子
供
を
か
わ
い
が
る

人
で
し
た
。
私
の
下
に
七
人
弟
妹
が

お
り
、
父
は
そ
れ
ぞ
れ
学
校
も
卒
業

さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
父
が
教

え
て
く
れ
た
格
言
と
も
言
う
べ
き
教

訓
が
あ
り
ま
す
．

「
人
間
い
か
に
苦
し
く
て
も
七
転
び

　
八
起
き
だ
ぞ
。
決
し
て
く
じ
け
る

　
な
。
必
ず
成
功
す
る
」

　
私
は
そ
の
教
え
を
守
っ
て
き
ま
し

た
が
、
宿
命
と
い
う
も
の
は
ど
う
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
時
が
あ
り
ま
し

た
。
三
十
二
歳
の
と
き
事
業
に
失
敗

し
、
一
時
は
谷
底
ま
で
落
ち
ま
し
た

が
、
何
く
そ
と
死
ぬ
気
で
働
き
ま
し

た
。
お
か
げ
様
で
今
で
は
何
不
自
由

な
く
暮
ら
せ
る
身
分
と
な
り
ま
し
た
。

か
わ
い
い
孫
に
囲
ま
れ
て
幸
せ
の
毎

日
で
す
。

　
故
郷
の
皆
様
、
五
月
に
は
東
京
松

代
会
で
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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湯けむり惰緒に、くつろぎたっぷり

芝峠く筋レストビレツジ峰

しました。
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毎週金曜日は、町内の70歳以上の
方の入浴料は無料です。　「金曜日

入浴券」をご持参ください。

o山菜かまめし600円oビール　　500円
o日本そば　 350円o酒一合　 250円
o山菜うどん　350円oラーメン　　350円

o天ぷらうどん350円o焼きそば　　400円

oおにぎり　　300円o山菜ピラフ　400円
oミートスパゲッティー400円　oビーフカレー400円
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暫
讐
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識ゲ
燐

’
甲
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ド

　
し
ぶ
み
句
会

掃
雛
を
手
に
手
に
持
っ
て
下
校
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毯
お

枝
跳
ね
て
雪
ふ
り
飛
ば
す
大
樫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

病
床
の
母
に
冬
陽
の
届
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

手
袋
を
脱
い
で
日
向
に
立
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

彼
岸
来
る
墓
の
椿
も
咲
き
は
じ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

雛
ま
つ
る
七
十
年
を
振
り
返
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
　
水

風
花
や
湯
煙
り
白
き
海
地
獄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
た

返
答
を
控
え
囲
炉
裏
に
楕
を
足
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

断
憂
雛
か
ざ
り
し
嫁
の
ほ
ほ
え
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

雛
か
ざ
る
吾
児
の
未
来
を
思
い
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
志

白
酒
で
盛
り
上
り
た
る
雛
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

冬
ぬ
く
し
老
差
物
師
腕
確
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

蒲
生
句
会

深
雪
に
泳
が
せ
配
る
ガ
ス
ボ
ン
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ず
く
あ
な

春
の
陽
を
集
め
て
深
し
雫
穴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
葉

立
話
つ
づ
く
店
先
牡
丹
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

春
め
く
や
藁
の
山
よ
り
糸
と
ん
ぽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

簿
4

　
《
静

　
　
　
レ

君ロ滲
索

．

榊
村
あ
面
蓼
脅

銚
　
　
　
　
冨
，
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、

郵
下
の
δ

マ
7
か

入
学
な
の

　
よ

の19

、
梨
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激
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‘
　
1

　
　
　
0

・
家
具
店

⊇N
‘型，覧

モ
し
マ

上
φ
苓
か

大
学
卒
豊
木

な
め

　
ね
　
じ
螺
子
ゆ
る
む
柱
時
計
や
日
脚
伸
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

春
陽
差
し
小
鳥
も
愛
を
さ
さ
や
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

　
一
握
り
米
と
げ
ば
足
る
雛
の
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

咳
き
こ
め
ば
雀
と
び
散
る
障
子
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

　
昼
下
が
り
油
り
て
増
せ
り
黎
鰍
鵡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

　
け
い
ち
つ

啓
蟄
の
雨
が
泌
み
ゆ
く
雪
五
尺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
　
峰

　
　
短
歌
鳥
　
影

　
　
　
　
　
　
　
富
沢
和
風

風
に
乗
る
積
ら
ぬ
昼
の
牡
丹
雪
固
き

蕾
の
水
仙
に
落
つ

雪
止
め
ば
真
近
に
春
の
来
た
る
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
え
ず

俄
か
に
高
ま
る
鳥
の
噂
り

雪
晴
れ
て
硝
子
戸
越
し
に
時
折
り
は

鳥
影
よ
ぎ
る
を
妻
と
見
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
蕊
、
・
．
．
、
㌦
9

　
　
　
　
　
　
　
　
ζ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冷
、

抽
　　　　　9

　　　　　り　　　　　㌧

　　　　■
　　　　　　■　　　　　o

一召

1●　σ

粗大ゴミ1＝
　◎

　
カ
タ
ク
リ
は
各
地
に
産
す
る
が
、

東
北
、
北
海
道
と
北
に
行
く
ほ
ど
群

生
す
る
傾
向
が
あ
る
。
多
年
草
で
、

地
下
深
く
長
さ
3
～
5
㎝
の
長
楕
円

形
の
鱗
茎
が
あ
り
、
春
先
こ
の
先
端

か
ら
地
上
に
2
0
㎝
ほ
ど
の
花
茎
を
伸

ば
し
、
紫
紅
色
の
花
被
片
の
花
を
一

つ
下
向
き
に
つ
け
る
。
花
茎
の
途
中

に
表
面
薄
緑
色
で
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
紫
斑
が
あ
る
特
異
な
二
枚
の
葉
を

　
　
　
　
つ
け
る
。
そ
の
根
茎
を
煮

て
食
べ
た
り
、
ま
た
、
根

を
用
い
て
カ
タ
ク
リ
粉
を

製
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

葉
は
ひ
た
し
も
の
に
、
あ

ま
り
食
べ
る
と
下
痢
を
す

る
。

654321
團
　
　
　
　
出
題
　
八
段
　
北
村
昌
男

　
　
●
ヒ
ン
ト
…
飛
車
を
捨
て
る
手
は
な

　
　
い
よ
う
で
す
。

　
　
1
0
分
で
2
級
、
5
分
で
初
段
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
持
駒
　
銀

一
二
三
四
五
六
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九

飛 罫

彰 角 正
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δ
～
ん
后
δ
（

くん

驚
綱

谷
5
臨

関

小野島寛子ちゃん

　　5歳　て
松代　小野島歯科

（松代保育園）わ

つ
▼▼

●　　●

　
ん
　
　
ら

く

・
也
締

．
哲
臓
籍

　
　
　
　
伏

田　
　
　
　
犬

　
　
　
島
（

石
　
苧

　春の行楽期を迎え、多発が予

想される乗物盗、盗難、少年非

行の防止、暴力団排除を重点に

行われます。

1．期　間
　　　4月21日から4月30日ま

　　で

2．重　点
　①暴力団等排除活動

　②自転車・オートバイ盗防

　　止活動

　③少年非行の防止

で行います。また、4月1日か

ら4月30日までの間
　「自転車・オートバイ盗防止

環境対策推進」も実施されます。

のお知らせ

受け取ったら

ゴしましょう

国民年金

老齢福祉年

年金証書1

○愛車に忘れずドアロックと鍵

を抜きましょう。

◎　被害にあったら、現場をそ

　のままにして、すぐ「110
　番」してください。

　老齢福祉年金を受けている皆

さんは、4月と8月の年2回、
年金を受け取った後、国民年金

証書を提出することになってい
ます。

　4月に提出していただくのは、

物価スライド後の新年金額で計

算した、4月から7月までの分
の支払金額を打ち込むためです。

　証書の提出を忘れたり、遅れ

たりしますと、年金額の記入が

できないので、次の老齢福祉年

金の支払いが遅れてしまう場合

もあります。

　4月期分の老齢福祉年金を受

け取りましたら、忘れずに役場

の国民年金係に証書を提出しま

しょう。

四
月
は
「
土
地
月
間
』

一
定
面
積
以
上
の
取
引
は
届
出
が
必
要
で
す

国
土
利
用
計
画
法
の
ね
ら
い

　
最
近
の
土
地
問
題
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
土
地
の
投
機
的
取
引
や
地
価
の
暴
騰

で
、
国
土
を
混
乱
に
お
と
し
入
れ
る
と

い
っ
た
事
態
は
お
こ
し
て
は
な
り
ま
せ

ん
。　
国
土
利
用
計
画
法
は
、
こ
の
た
め
に

制
定
さ
れ
た
法
律
で
す
。
一
定
面
積
以

上
の
土
地
の
取
引
を
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
こ
の
法
律
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め

知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

　
ノ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

松
代
町
で
は
一
〇
、
○
○
○
㎡

（
約
一
町
歩
）
以
上
の
取
引

　
個
々
の
取
引
面
積
は
小
さ
く
と
も
合

計
す
る
と
一
定
面
積
以
上
と
な
る
一
団

の
土
地
に
つ
い
て
も
届
出
は
必
要
で
す
。

届
出
か
ら
契
約
ま
で

　
契
約
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
取

引
の
当
事
者
（
売
買
の
場
合
で
あ
れ
ば

売
主
と
買
主
）
は
、
取
引
の
予
定
価
格

や
利
用
目
的
を
記
入
し
た
知
事
あ
て
の

届
出
書
を
契
約
を
結
ぶ
六
週
間
前
ま
で

に
役
場
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
届
出
を
受
け
た
知
事
は
、
取
引
価
格

と
利
用
目
的
に
つ
い
て
審
査
を
し
、
不

適
当
と
認
め
る
と
き
は
取
引
の
中
止
ま

た
は
変
更
を
勧
告
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
屈
出
日
か

ら
六
週
間
以
内
に
勧
告
を
し
な
い
旨
文

書
で
通
知
し
ま
す
。
こ
の
通
知
を
受
け

取
れ
ば
契
約
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。　

届
出
が
必
要
な
土
地
取
引

　
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
土
地
取

引
は
、
次
の
要
件
の
も
の
で
す
。

　
売
買
　
共
有
持
分
の
譲
渡

　
営
業
譲
渡
　
譲
渡
担
保

　
代
物
弁
済
　
交
換

　
予
約
完
結
権
・
買
戻
権
等
の
譲
渡

　
地
上
権
・
賃
借
権
の
設
定
、
譲
渡

　
届
出
を
し
な
い
と

　
届
出
を
し
な
い
で
土
地
取
引
を
し
た

り
、
偽
り
の
届
出
を
す
る
と
六
ヵ
月
以

下
の
懲
役
ま
た
は
、
百
万
円
以
下
の
罰

金
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
届
出
に
必
要
な
用
紙
は
、
役

場
に
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
役
場

産
業
企
画
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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鴫

危険物取扱者の
　みなさんへ

灘
，麹難

凶

茸羅畠

　松代町の成人式は、5月3日
（憲法記念日）午前10時30分よ

り町総合センターで開催されま

す。受付は、午前10時から行わ

れます。

　本年度の対象者の方へは、ご、

案内いたしましたが、転出・転

入等で案内もれの方がありまし

たら、町公民館までご連絡くだ

さい。

　なお、平成4年度の成人式対

象者は、昭和46年4月1日から、

昭和47年4月1日生まれまでの
方です。

　たくましく成人された晴姿を

みなさんでお祝いいたしましょ
う。

　松代町公民館

　　盈7－2301

　　上越地域消防事務組合

◇危険物取扱者免状の

　返納命令に点数制を導入

　危険物取扱者が関係法令違反

や事故を起こした場合、それぞ

れの状況によって違反点数を計

上して、3年間の累積点数が20

点以上になった時に県知事が違

反者にたいして行なう命令で、

平成4年4月1日から運用され
ます。

　違反点数は、消防法と危険物

政令の37項目の違反種別ごとに、

あらかじめ決められた3点から

10点の基礎点数に、小規模事故

の2点から死者が出た人身事故

の20点までの事故加点を加える

ことで算出されます。

　例えば危険物を無許可で取扱

って火災事故が発生し、重傷者

2名、軽症者1名を出した場合
は、

（欝）　（融）　（驚）

（
指
定
数
量
の
5
倍
）
6
点

無
許
可
取
扱
い

十

人
身
事
故
の
程
度
　
1
0
点

事
故
の
程
度
（
大
）
6
点

と、違反点数が20点以上となり、

免状返納命令に該当します。

詳しいことは、最寄りの消防署、

分遣所へお問い合わせください。

平成4年度各種建設機械運転技能講習のお知らせ

学　　科 実　　技 受付期間 実施場所

車両系建設機械運転技能講習

（整地、運搬、積込み掘削）
10月8日～9日 10月19日～23日

3月16日

　より

9月14日

新
潟
神新
市鋼潟
新コ建
崎べ設
ニル機
五コ械
六建セ
　機ン
　㈱タ
　新1　潟
　営
　業
　所

車両系建設機械運転技能講習

（基礎工事用）
6月11日～12日 6月15日～18日

5月11日

　より

車両系建設機械運転技能講習

（解体用）
11月9日～13日

10月12日

　　より

小型移動式クレーン

　　　　　　運転技能講習
5月7日～8日 5月11日～14日

4月20日

　より

不整地運搬車運転技能講習 8月20日～21日 8月24日～27日
7月27日

　より

（詳細問い合わせ先）建設業労働災害防止協会新潟県支部

　　　　　　　　TEL（025）285－7141

15

新潟市新光町7－5

　融雪期を迎え、廃材・ゴミの

焼却及び野焼き等屋外で火気を

取り扱う機会が多くなります。

　これらが起因する火災が毎年

多く発生しています。特に次の

事に注意し、事故等おこらない

ようにしましょう。

1．異常乾燥、風の強い天候の
　　　　　　　　たき　び　場合には、野焼き焚火等は行

　わないこと。

2．野焼き焚火の際には、必ず

　監視人をつけておき、火勢を

　大きくしないよう監視を怠ら

　ないこと。

3．バケツ等を用意し、終了時

　には必ず完全消火をすること。

4．煙草の吸い殻は必ず消すこ

　と。

5．車からの煙草の投げ捨てを

　しないこと。

6．住宅密集地での焚火は風向

　きなどにより近所迷惑になり

　ますので注意しましょう。

巴　　．タ’　　ドク　 グ　　、・’　．．
　　学・～’”・

　　ル

．、粥　　ら

　
　
　
藤

　
　
魁
憶

獣
墾

講
，

灘



＼
ノ
〆
㌧

山岸和美さん
　（蒲生）

漆

難『』

　
私
は
、
現
在
和
服
仕
立
て
の
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
俗
に
い
う
和
裁
士

で
す
。
高
校
の
家
庭
科
で
ゆ
か
た
を

縫
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
手
に
職

が
あ
っ
た
方
が
い
い
、
一
生
食
い
っ

ぱ
ぐ
れ
の
な
い
方
が
い
い
と
思
い
進

路
を
決
め
ま
し
た
。
思
え
ば
数
年
前
、

不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
東
京
へ
出
て
、

会
社
に
着
い
た
が
自
分
の
荷
物
が
な

い
…
…
。
と
た
ん
に
「
宅
急
便
が
着

か
な
い
程
の
山
奥
」
と
変
な
意
味
で

有
名
に
な
り
、
不
安
も
飛
ん
で
し
ま

っ
た
の
が
最
近
の
こ
と
の
様
で
す
。

今
で
も
、
冬
は
2
階
か
ら
出
入
り
し

て
る
と
思
わ
れ
て
る
み
た
い
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
和
裁
士
と
い
う
と
「
一

人
で
こ
つ
こ
つ
暗
い
」
イ
メ
ー
ジ
で

す
が
、
暗
い
人
間
に
は
務
ま
り
ま
せ

ん
。
私
の
居
た
会
社
は
、
二
年
間
職

業
訓
練
生
と
し
て
授
業
を
受
け
、
三

年
目
か
ら
は
社
員
と
し
て
働
き
、
縫

う
事
を
中
心
に
一
通
り
覚
え
、
五
年

目
に
裁
ち
と
仕
上
げ
を
教
ぢ
り
ま
し

た
。
毎
日
が
競
争
で
、
誰
が
早
く
仕

上
げ
る
か
と
、
み
ん
な
一
生
懸
命
で

し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
枚
数
を
こ
な
さ

な
い
と
覚
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
す
。

今
で
も
同
期
の
友
達
と
は
連
絡
を
取

り
合
っ
て
い
ま
す
し
、
私
は
こ
の
仕

事
を
選
ん
で
本
当
に
良
か
っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
．

　
今
、
和
裁
士
も
高
齢
化
と
な
り
、

社
会
問
題
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
　
一

人
で
も
多
く
和
裁
士
が
増
え
た
ら
い

い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
若
手
の

人
が
少
な
い
の
で
、
や
り
た
い
と
思

う
人
が
い
た
ら
大
…
歓
迎
で
す
。

月
人
生
苦
越
え
り
ゃ
楽
あ
る
さ
月
和

裁
士
お
す
す
め
の
仕
事
で
す
。
こ
れ

を
読
ん
で
い
る
あ
な
た
！
い
か
が
で

す
か
？

　男　　2，497人　　（一34人）

　女2，565人（一24人）

　計5，062人（一58人）
世帯数1，508世帯（一9世帯）

　出生3人　　死亡10人
　転入23人　　転出74人

　　　　（4年3月末日現在）

一人口の動き一

圖
園
圓
圃

▼
春
は
異
動
の
季
節
で
す
。
今
年
入
学

さ
れ
た
方
、
就
職
さ
れ
た
方
、
職
場
が

替
わ
っ
た
方
、
も
う
新
し
い
学
校
・
職

場
に
は
慣
れ
た
で
し
ょ
う
か
？
　
今
年

も
た
く
さ
ん
の
「
出
会
い
」
が
あ
っ
た

も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
一
生

を
左
右
す
る
よ
う
な
「
出
会
い
」
も
生

ま
れ
る
こ
と
で
し
よ
う
。
　
「
会
う
は
別

れ
の
始
ま
り
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

「
出
会
い
」
に
は
必
ず
「
別
れ
」
と
い

う
悲
し
み
も
伴
い
ま
す
が
、
一
生
の
う

ち
に
一
人
で
も
多
く
の
人
と
知
り
合
う

こ
と
が
、
人
生
の
プ
ラ
ス
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
す
て
き
な
「
出
会
い
」
を
た

く
さ
ん
し
た
い
も
の
で
す
ね
。
▼
今
年

も
当
町
か
ら
大
学
へ
進
学
さ
れ
た
方
も

多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
あ
る
調
査

に
よ
り
ま
す
と
、
わ
が
子
を
下
宿
さ
せ
、

首
都
圏
の
私
大
に
通
わ
せ
る
た
め
受
験

か
ら
入
学
時
点
ま
で
に
か
か
る
費
用
は

二
百
万
円
を
突
破
し
、
そ
の
後
も
月
々

の
仕
送
り
は
平
均
約
十
二
万
五
千
円
と

な
る
そ
う
で
す
。
春
は
親
御
さ
ん
の
タ

メ
息
も
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。
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（2月26日～3月25日受付）

幸せ多い人生を（結婚）

仲村建吾・木村早苗さん

　　　　　　　　（儀明・猪松）

　げんきな良い子に（出生）

　　ゆう　こ
小山裕子風　　　　斉・好美さん

　　　　（長女・桐山・松本）
　　たけ　る
齋藤勇瑠風　　文明・三千代さん

　　　（2男・田野倉・みせ）
　　あ　　り　　さ
高野亜里紗風　　　宏・眞喜さん

　　　　（長女・松代・殿倉）
　　てつろう
山本哲郎鰍　　　浩・満寿美さん

　　　　（長男・犬伏・甚年）
　　はる　み
石野晴美鰍　　　信一・ケイさん

　　　（長女・木和田原・東）

ご冥福を祈ります（死亡）

高橋キサさん　　　80歳

　　　　　　（田沢・下屋敷）

牧田シサノさん　　81歳

　　　　　　　　（峠・柱口）

中澤ミカさん　　　86歳

　　　　　（木和田原・徳善）

若山眞吉さん　　　　71歳

　　　　　　　（蒲生・沢口）

山本宗三郎さん　　　76歳

　　　　　　（犬伏・倉屋敷）

山岸定松さん　　　　74歳

　　　　　　　（蒲生・菅田）

山岸ハツさん　　　　90歳

　　　　　（東山・きそいん）

西潟良平さん　　　　69歳

　　　　　　　（福島・又院）

小堺ハナさん　　　103歳

　　　　　　　（儀明・太田）

山岸重勝さん　　　　82歳

　　　　　（蒲生・まごえん）
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